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●第19回鳥羽パールレース

●第5回江の島・清水レース

●クォータートン最終選考レース

●第1回パンナム・クリッパーカップ・レース

RACENEWS

第19回鳥羽パールレース
帆走委員長加藤蔵男

フィニッシュ側コミッティー雑感
THETISⅡ児玉萬平

どちらかと言えば，大酒飲みで少々（？）レイジーな

うちのボートにとって，一番割りの合わないゴミッテ

ィーを引きうけさせられてしまった。これが八丈島レ

ースであれば，終日ゴミッティーポートの上でエンド

レスのビアパーティー（少々寒いけれど）も可能なの

だ。なぜなら全てのフイニッシュは無線によって予告

される訳だから少々ヨッパラっていても｜･分準備が出

来ると言うもの。それが鳥羽レースに限っては,#l1と

大きなﾌｧー ｽﾄﾎー ﾑ候補さえ無線無しのボー ﾄがへ－－､
多いものだから，日頃あまりレース中の無線使用を好

まない私も，鳥羽レースに限って（と言うよりrl分の

コミッティーの時に限り）無線を必要備品にしたくな

る。飲みたくても飲めない理由の第2はフイニッシュ

時のラッシュo100パイ以上のフリートだから当然と

言えば当然ながら“数秒を争うスクラッチ風景が度々”

しまいには同時刻フィニッシュまで出る始末。おまけ

に土雌の小網代湾口だからレース艇以外のポートも混

って，ゴミッテイーボートの-tの大混乱は全くビール

どころでは無いのです。飲めない距由の第3は言わず

と知れた泊地問題で，フィニッシュしてくる艇名を確

認しながら，泊地スケジュールと照らし合せ誘導しな

ければならない。これはしかしNORCの事務局の諸

氏が1ケ月も前から準備に当られたおかげと，出場艇

もよく事情を理解していただいたと見えて例年の混乱

もなくスムーズに行った。準備に当り，関東以外の水

域のオーナーには，葉書や電話でフイニッシュ後のス

ケジュールを確認させていただいた訳ですが．仕方が

ないとは言え，ヨットレースにスケジュールも11'1もあへ〆一
る訳が無く，大分とまどわれた方も多かったと思いま

す。三浦水域の特殊事情とは嵩え，鳥羽での泊地対策

やホスピタリティーにくらべ雲泥の差がｲjりました。

コミッテイーポート自体にしても，早目にフイニッシ

ュラインを設定しようとスタート当日の夕方湾口でア

ンカーを落していると，漁港事務所の係官が飛んで見

えて“土曜・日曜以外は湾内で停泊してはならぬ”と

おH1えを頂蝋する。あわてて停泊許可の申請に向った

始末。おはずかしい限りだが，これが実情なのです。

こんな中で後日油壺フリートの有志の方が，誘導に当

っていた事務局のT氏の奮闘を兇て“今後，独自に他

のフリートの艇と交歓の場を設けてもよい。”との言

葉をかけていただき，少々気の晴れる思いをしました。

このままだと夜間の小網代フィニッシュの問題を含め，．
L

鳥羽レースには関東支部艇以外は出られなくなってし

梅雨が早く上り，猛烈な暑さ，日本全体がスッポリ

高気圧に包まれ，全然天気がくずれない。台風7号，

8号が南方洋上にあり，北上しようとしているが，強

い高気圧のため足踏みしていました。7月28日，スタ

ートの朝，いつもと同じ天候。8時頃には続々肪いを

解いてスタートラインに出航。ゴミッテイー・ボート

も遅れじとあわただしく，積込備品をチェックして，

各艇出港，現地に向かう。ヨセマル灯標東1000mに本

部船アンカーを打つ。スタートラインは1500mの巾を

とり，リミットマークを設置する。やや下有利のライ

ンとした。風向SE風速2～3m･クルーザーレース

としては，ややものたりない風速である。風向につい

ては，スターボードスタート，下有利で絶好となる。

1000スタート。前年のオマンジュウスタート（中央

部のふくれ上る）とはうって変り，正確な一線スター

トとなる。リミットマーク付近では一部リコール艇が

あったが，満足出来るスタートであった。スタート直

後，風速が1～2mとなり，ジャストスタートした艇

は神島方向へ突込んで行ったが，スタートを出遅れた

艇はなかなかラインが切れず，全艇スタートラインを

横切ったのは,30分もかかった。

無事スタートが終ったので，マークを回収して，レ

ース本部へセーリングを楽しみながら帰る。本部事務

局の撤収，テンダー返納。昼食時，無能な帆走委員長

を助けて下さった委員譜君に感謝の意を表し，地元関

係先にお礼参りをして帰宅す。

今回のレースについて地元鳥羽市，海上保安部，観

光協会，漁協，旅館の皆様の御理解を頂いたことを感

謝します。来年は20回となります。益々盛大なレース

となりますよう様御協力下さい。

泊地はテンダーサービスが手不足でうまくゆかず，

26日正午個人借用からNORC借用の切替えに困りまし

た。特に全然借用契約のない船外機付テンダーを無断

使用して，持主から強い苦情が出て，レース委員は平

謝りでした。旅館からも無銭入浴で苦情がもち込まれ

困りました。

前夜祭については屋外であったため，まとまりが悪

く，担当者が苦労して考えたスケジュールも今一つ盛

り上りがなく残念でした。次回は皆様により楽しんで

頂ける前夜祭にしたいと考えています。

最後にレースに協力下さった諸氏諸姉に感謝すると

共に，来年も一層の御協力をお願い申し上げます。
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１
１

まいますから。

レースそのものはラダートラブル1艇，大謀網にか

かった2艇がリタイヤしたのみで，大きなトラブルは

無く終了した。そんな!|]で，フィニッシュラインを|-I

前にしながら，ラダーシャフトを破扱してリタイヤし

たNORTH.WINDの》l姻力に向ったCYGNUSⅡの行為

が光った。

結果としてコミッティーのアルコール消曲もビール

4カートン程度に納まり，飲み代の食費へのI'食い込み

が一番心配であった会計をホッとさせた。

最後に泊地問題で，お'間･折りいただいた東部漁港事

務所，三崎マリーン,NORC事務局の調氏に深く感

謝いたします。
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鷲 露
初陣のファーストフォーム

へビッグアッブルオーナースキッパー
ー ー

松|Ⅱ榮夫

BeBigAPPLE.／我々 のThese(命題＝艇是)は我が

チームにどれだけ侵透しているだろうか。私にとって

初めてのクルーザーの公式レースに出るに際し，全べ

てはこの4月からの僅かな練習がどの位，名器シュト

ラディヴァリュウスとも言うべきBigAPPLEの機能

をリ|き出し得るかという一点にかかっていた。

朝の鳥羽は背景として申し分がなく，この伝統のパ

ールレースも我がBigAPPLEのll本での初陣を飾る
トモ

にふさわしかった。朝露にぬれて艫のリンゴの美しい

間にとにかくフリートの先頭に立って終おう。

｜こりコースと今朝のこの風で行く間はスピード・角

度共に我がつたなき技にも充分向信がある。気負い立

つクルー達を押えて，私が持った作戦のこれが全べて

であった。

ともかくスタート2．3時間内でまがりなりにこの

－－へ艇の一つの足がかりが得られるだろう事だけは，はっ
きりしていた。ドラゴンでヨットに乗りはじめ，ソリ

ーダ

ングヘと乗り継いで来た私には，このビッグアップル

というヨットの待つクルーザーとしての重みを推し量

るべき尺度の待ち合せがない。

これは冬のll以来，このヨットの日本に於ける再生

に文字通り心血を注いで来たクルーにして兇ても同じ

であった事だろう。几張面に士雌Hには舟を出し，「1

11/(!IIへと乗り継ぎ，一ケ所ずつ艤装を破壊（分解）し

て行くという乗り込み方も，いつのまにか一定のリズ

ムを持ちはじめ，とうとう進水以来今日まで一度も休

まずに続けて来る結果となったのも，結局クルーにし

ても，私にしても，あてがうべき扣対的尺度の待ち合

せがない事から来る不安のしからしめる事であったと，
今にして思うのである。

とにかく少しずつ遅々としてではあるが艇を我がも

のとしつつあった。

今一つの大きな自信といえば，我が業界の友キアロ

ァのオーナーのキルロイ氏より送られたそのチーム全

員によるビッグアップルのチューニングである。キル

ロイ氏のチームの繊細でロジカルなセーリングと，剛

毅で大胆なハンドリングは世界的なインショアレーサ

ーの何かを確かに我々に植付けて，彼等は立去ってい

った。

アウトサイド有利のスタートラインでは，ほぼ満足

の行く位置からスタート出来たようだった｡Eの風，

風力3，リンゴは走る朝露をのせて，海の上に空あり，

空一面の真昼間，伊良湖水道を渡り切った時は完全に

トップだった。風力が4に変わり，2番手のヨットを

千m程引き離した所でジブを交換No.2ゼﾉｱとする｡

やがて日は背後に沈み，敵も又黒のとばりの中に消え

る。しかしナイトセーリングの恐さは．目が覚めて見

たら競争相手がはるか風上に居たという状況を許す所

にあるとクルーに訓示をたれ，相手艇の航海灯を見失

なう事のない様に指示，遠洲灘の豪華な夕焼をデザー

トに夕食をとる。我が僚友元ヒットラーユーゲントの

アントン氏の作るドイツ海軍風戦闘食(Bratbuwurst)

をかじりながら、かくして初陣の初日は暮れていった。

見よ，うるわしの夜の空

見よ，うるわしの夜の星

夜間小さな前線を一つ二つやり過し，時には艇速0.

01ノットを数えながら駿河湾口を横断，逆潮に苦労し

つつ神子元をクリヤーすると，我が相模湾の朝ぼらけ

である。

(3）
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第19回鳥羽パールレース成績表

スタート時刻28thJulVlOOOhrs帆走委員長加藤蔵男

合
位

公
心
間
皿

〃
皐
小
ｈ
Ⅱ

セール

番号
修正時間クラス順位 所要時間名艇 TCF

醜
①
旭
喝
３
４
７
８
９
２
５
６
ｍ
Ⅱ
叫
賜
①
２
３
４
５
６
７
８
９
ｍ
Ⅱ
哩
唱
叫
喝
略
町
旧
旧
加
創
塑
配
塑
泌
泌
訂
記
鯛
訓
瓠

ｓ
７
５
７
９
６
６
８
２
４
８
３
５
５
５
１
７
８
１
９
１
２
２
４
４
９
４
５
６
０
０
９
３
０
０
３
６
４
６
７
６
０
５
６
５
４
９

１
４
５
４
０
４
１
１
１
０
４
４
５
２
３
２
４
２
２
５
０
１
４
１
１
１
４
１
３
１
２
０
３
３
３
０
２
４
１
１
２
３
４
３
０
３

ｍ
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

弱
鮨
刎
記
銘
弧
記
銘
お
弱
記
調
叩
弼
妬
詑
娼
犯
砧
唱
刈
記
師
糾
記
帖
唱
創
泌
訂
羽
誕
婬
弱
旧
羽
認
副
弱
調
閉
泌
帽
肌
賜
”

ｈ
’
’
’
’
’
’
’
’
’
’
’
’
’
’
’
’
’
’
’
’
’
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

１
４
４
２
２
３
３
３
２
２
２
３
４
４
８
１
１
１
１
２
２
２
２
２
２
３
３
３
３
３
３
３
３
３
４
４
４
４
４
５
５
５
５
６
６
９

２
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２
２
２
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２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２

ｓ
弱
面
卿
弱
妬
調
刻
里
的
哩
調
調
弱
師
四
印
加
虹
訓
配
認
弱
刎
岨
肥
訓
弱
弘
劉
創
卿
別
、
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田
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調
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牡
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’
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一
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一
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一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
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｜
｜
｜
｜
’

・
７
８
４
７
１

獅
岨
肥
朋
師
的
劉
晦
調
溺
枢
記
記
犯
偲
理
別
別
典
型
記
紀
記
弱
銘
銘
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略
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５
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３
５
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窃
調
調
”
”
調
調
調
調
調
羽
鴻
鋤
訓
鎚
羽
羽
調
詔
調
酌
調
測
調
鋤
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鋤
釧
剖
訓
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訓
鉦
剖
詑
犯
蛇
銘
銘
拠
詔
認
剥
謁
拓
調
羽
酌
鋤
鋤
訓

〉
毎

①
２
３
①
②
３
４

2299

2112

1477

2235

2210

2“9

1616,

2021

1720

2110

1500

1922

1767

2001

1657

2230

2220

2228

2177

2188_
2255

2202

2211

2128

1900

2175

1465

2104

1840

2263

2033

2101

2205

1981

2082

2116

2091

2097

2218

1190
一 ‐

1555

1532

1898

613

1376

610

1521

2028

2279

2125

1814－

2266

BIGAPPLE

FuJIm

CONTESSAW

NOMIII

CARRERA

BBm

裕明

熊野m

TOSHIV

桃太郎

VINDFEMPE－DEL

SURUGAU

無双

SOLTAS

朝烏

BYE-BYEI

愼記郎

銀河V

SINDBADH

sEEADLERm

EPIcuREANm

SEASTY

CARINOV

oRIoNm

龍飛m

JuNEBRIDEm

MAUPITI

尾j,ﾄl

NARuMIm

ITSUKI

NACHIVI

青海波

STAYER

JusT-m

祥鳳

海猫

POSEIDON-I

侍Ⅲ

TEAM1(）

HELIOS

TILDEII

DAPHNEM

SEATIGER

くるしおU

MARTHA

賎車角Ⅱ

CYGNUSI

魁Ⅱ

CHUBURINKOV

GERONIMO

陽焔Ⅱ

LAVIEIRASH

8

64

68

24

33

51

52

53

16

36

40

55

60

74

94

②

5

6

9

10

18

21

26

28

39

41

42

45

46

47

48

50

57

59

66

69

70

72

79

82

83

84

86

89

91

96

１
１
″
〃
、
Ⅱ
″

0.8499

().8508

0.8600

0.8318

0.8283

().8086

0.8310

().8077

0.7825

0.7796

0.8004

0.7920

0.7844

().8041

0.7796

0.7590

0.7650

0.7580

0.7590

0.7560

0.7530

0.7590
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大島付近の順潮に乗った所でも，もしかしたら24時

間以内にフィニッシュ出来るかと思ったのも束の間，

はるかに城ケ島をのぞむ所でものの見事にデッドカー

ムにつかまってしまった。風を待つ事2時間，沖の水

平線上に後続艇が見えはしないかと気にしながら，ソ

ロソロと吹き出した風にスピンを合わせ，寝不足の頭

に熱射を受けて乾肉をかじりかじりのフィニッシュで

あったが，小網代湾口のフィニッシュラインを拍手と

共にクロスした時の，あのファーストフォーマーの感

激は何事にも替えがたい思いであった。

私にとってヨットライフとは何か，そのほんの一面

に今日かすかに触れる事が出来たのだ。ゴールで待ち

迎えてくれた家族や陸のクルー達と共々あけた勝利の

美酒のうまかった事。たっぷりとスタンのリンゴにシ

ャンペンを注いで……。

総合優勝を飾って

PASSAT小柳景司

「小型艇1着です。」ゴミッティーの声を聞いた瞬

間疲れがブッ飛んだ。早速オーナーの烏11｣さんに電話

を入れる。オーナーの嬉しそうな声を聞きながら，こ

れでほんの少しだけ恩返しができたんじゃないかって

気持ちだった。とにかくうちのオーナーときたら，そ

れはもうすごい人で，レースには出ないのに東京から

車を飛ばしてわざわざ鳥羽まで食料を侍ってきてくれ

るといったあんばいで，クルーの立場で言わせてもら

うと，オーナーの鏡である。（後日，優勝祝いの宴会

をしてもらう関係で少しゴマをすらせてもらいした｡)

昨年Q.tonの予選の時,18ftに収めるためジェノアと

スピンをカットして以来走りが悪くなってしまったの

で，最近バラストの改造（鉄から鉛に変え，重心を前

に移動）をし，そのボーナスでジブのプットを以前よ

り35cm大きくすることができた。そのため微風での走

りが格段に良くなった。

鳥羽のメンバーは,IIf山学院ヨット部OB大槻さん，

同じくジョージこと本吉さん,TOSHIの元クルー千

葉さん，私の4名で全員初顔合わせであったが，チー

ムワークは抜群だった。

スタートラインに到着した時はすでにP旗が上って

おり，やむなくコミッテイー寄りの中位置からスター

トする。スタート直後大型艇のブランケを避けるため，

ポートで沖出しし，すぐタックして伊良湖へ向かう。

角度は，はじめ60度くらいであったが，次第にSに振

れ，最後は90度近くまでのぼれるようになった。御前

埼手前で風が落ち，航海灯が四方から集まってくる。

ここで少し長めの沖出しを試みたところ，うまい具合

に風が振れ，集団の|言位で抜け出すことができた。石

廊埼は神子元ぎりぎりの内側を通り，そのまま大島へ

のコースを取る。岸に突っ込んだ艇は止まっていたよ

(6）

うである。大島の手前からはスピンで1本だった。

このレースでいちばんくやしかったのは､スタート前

日，ハムやベーコンを姉妹艇くパサートファミリー〉

のアイスボックスにあずけたままスタートしてしまっ

たことである。あのくやしさは忘れられない。

今回，風は全て有利に振れてくれた。私情をはさむ

が，これは回航前鎌倉のゲイバー青江のホステスハレ

子嬢（？）にもらったお守りが，御利益を発揮したよ
うな気がしてならない。

最後にコミッテイーの皆さんご苦労様でした。

ピンク・パワーは強し

PASSATFAMILY田中佳子

この鳥羽レースを女性だけで出ちゃおうかなと．と話

しはじめたのが，肌も凍る様な寒い2月頃，その為にへ
太平洋を渡った事のあるミアイタペアペア、の木村さ

んにナビをお願いしてみたけど，彼女の赤ちゃんがま

だ小さいということで，彼女にはフラしてしまった。

そこで，パサートのスキッパーである伊東さんに強引

にお願いした。lulしる女性ということで，レースその

ものより，ユニホームの色を何色にしようか，めだつ

色にして，観覧船をまわってデモンストレーションだ

けでやめちゃおうかなど，まるでお祭のような騒ぎだ

った。

さて，いよいよ当日。スタート直前から，心臓はド

キドキと飛び出さんばかりに鳴るし，このうわついた

気持をどうしていいかわからなかった。そこは流石に

伊東スキッパー。｢あわくうな.／」の一言にスーツとし

た気持になった。ここだけの話だけど，女だけだった

らやっぱり心細かったみたい..….。

Eの風上り気味，位置は中間にいたが，大きい船

が接近しては抜いてゆく。いつの間にかくソルタス〉

が接近，「今頃どうしたの？」などと，イヤミを言っ

てみても，相手は2トン。どんどん引きはなされる。ヘー
スピンを上げられたらなと言う言葉に思わず後ろを振

りかえると夕焼けが始まっていた。この夕焼けを見た

い為にヨットに乗る人も居るのではないかしらと思う

くらいoふり返って見るたびごとに色が変わっていく

夕焼け，空と海がとけ合ってゆくこの美しい景色。い

やな事はみ～んな忘れさせてくれるから，船にひきつ

けられるのだと言うスキッパーo私達も本当にそう思う。

広い海原遠州灘より，目をこらしてようやく御前

埼の灯台を見ると，かすかに灯台のあかりが周期的に，

ポッポッとひかる｡｢12時に見えま～す。」と告げた。

その頃から，時々，草のにおいを海の上で感じる。

ああ，岸に近いんだなと実感。思わず「畑のにおいが

する」と言った。「タック／」はつと我に帰り，急に

レースをしている自分達に気がつく。「眠ければ，寝

ていいぞ」スキッパーのその声に「みんな大丈夫です｡」

へ一
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と言う。今，思えば，すご～〈眠かったんだけど…。

けれど，一ぺんにがたんと来たら困るぞとの声に，交

椿で時間を決めて仮眠をとった。

明け方近くから，やけにうねりが強く，船が流され

てしまう。石廊を確認してから，伊東さんが「60．イ

ロウだからこのまま，まっすぐで良い。吹いたら，カ

ニンガムひいて，メインを出せ」と言って眠ってしま

った。Hが昇ってくると，その真下に石廊がある。そ

の場所を覚えておいてと真知子スキッパーに言われた

時，太陽が出て来た所と記憶してようと思ったのだが，

だんだんおとされて行った。スキッパー以下2人ひた

すら悩む「ここでタックをいれた方が良いのでは…。」

まわりの船もタックしている。どうしてよいかわから

ない。その時のあせり，今潅ている伊東さんを起こし

て適切なアドバイスをしてもらうべきかどうか。1uIし

ろ，我らは迷クルー。そして，まよいに迷って結局タ

ヘックしようという事になり，タックをしたが，これが

又ミドジタック、。ただ3人おろおろして，どうしよ

う，どうしようというばかり……。騒ぎすぎて伊東さ

んを起こしてしまった。というよりは寝てはいられな

かったのでしょうか。「タックをしたら，風が変わっ

ちゃったJと我々はただオロオロ……◎

風見は追手。それ／スピン。ところで石廊は，え一

と，何と何と石廊は全然反対方向ではないか。その間

にくドルシネア〉に行かれてしまった。こんなちょっ

としたミスが離される原1大Iになるなんて，私達にとっ

て，今後の教訂||となる出来事でした。

石廊をかわせたのが．11時10分。神子元の潮が楽し

みになる。スタート時に，一緒に居た「フジJR」「翔

雲too」がせまり，沖出しして良い風をひろって行く〈

やがて，先の2ハイがスピンを上げはじめたが止まっ

ている。私達もライトスピンをあげたが，又おろし，

他のスピンに切りかえる。そこでようやく本来のファ

ーの走りを取り戻したかのように，プレーニングがは

じまった。又，ラダーが力強く気持よく鳴ってきた。

ｰへブローがきつく手が痛い。ひとりではひききれずに手
伝ってもらう。

長井を確認，見えて来た時，ああ，もうひとがんば

り．．…､。ゴール間近に「優勝だよ」と声をかけられ，

そういう声に心のどこかで期待しながらも、はりつめ

た気持のままフイニッシュ。ゴミッテイーが言った「2

位だよ。その上パサートは優勝だ./」と－．

はりつめた気持が，グラッとくずれる。ああ，伊東

さん，ほんとにありがとう／

我ら女性車の華々しいデビュー戦早くも幕となり

ました。このウーマンバワー，これだけで眠らせるのは

惜しいでしょう。我こそばと思う女性諸君，今度レー

スやりませんか。

(7）

江の島～清水レース始末記

帆走委員長塩川孝二

今年もやって来ました。江の島～清水レース。

変則的な気候とあって，梅雨明け宣言が例年より1

週間以上も早く，天気図を見ても太平洋高気圧がまだ

そうしっかり張り出しているとも思えないのに，連日

30度を越える暑さが続いていました。

本年度より本部レースに昇格とあって多少楽が出来

るのかと思っていたら，従来と全然変らないと言われ

少々がっかりでした。しかしやることだけはやらなく

てはならない。（きちっと）

2月末より本部レース委員長の周東氏と2回ほど打

合せ，スタートは関東支部江の島フリートの林健氏を

中心にやっていただくことになった。

駿河湾支部側は泊地担当を清水フリート，フィニッ

シュ関係担当を沼津フリートと決める。

5月に入って清水港ヨット協会専務理事の中井氏と，

港湾管理局，保安庁，漁協関係各社を廻って仮泊地

使用の許可を取り付ける。今年も昨年同様に清水港ヨ

ット協会所属艇を臨時係留場所へ移して，関東からの

レース艇の受入れに万全を期することにする。

いよいよ7月14日(金)。出艇申告の受付を本部事務

局より女性の内田さん，クラリッサのクルーの方々，

佐島フリートより応援の田村氏（本部レース委員），

駿河湾支部総務浅井君等によって始める。今年は時間

のずれが1時間あったので，とまどった人もあったよ

うだ。出艇数43艇，去年とほぼ同数である。

帆走指示書の説明に入るが，暑さのせいか早口にな

り時々とちる。皆なれているせいか質問事項も少なく

艇長会議を終る。後2メガの通信について数艇にお願

いする。駿河湾勢の応援に桟橋にいると，度々の呼び

出しや何やかやとあっちへうろうろ，こっちへうろう

ろ，忙しいことです。

5時15分迄林健氏を侍っていたが来ないので，田村

氏と相談してコミッテイー・ポートを出すことにする。

江の島ヨットクラブの方々とスタートライン設定に向

かう。途中レース・コミッティー用品の入っているジ

ュラルミンのケースを開けてみると大エンサインが入

っていない。さあ大変。引返している時間はなし。大

失態である。考えた。レース艇の中にエンサインを持

っている艇は？。“天城"Oこの艇ならばと見当をつけ

てマークボートに行ってもらう。あった〃｡大きくはな

いが立派なものである。スタート25分前にやっと揚げ

ることが出来た。やれやれである。

SEの風3～4m･浪，うねり共多少あり。風は落

ちつつあり。アウトサイド・リミットマークも打ち終

り，10分前クラブ旗を揚げ，5分前P旗。刻々せまる。

リコール艇が出ない様，ゼネラルリコールにならない
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様に，祈りながらスタート･オール

フェアー。先頭艇も5秒位おくれて

いる。リミットマークのあたりで団

子になっている｡10分たって最終艇

がラインを切った。時にSEの風l

～l.5m位。

ゴミッティー．ボートで後を追う。

おや？数えてみると，いくら数えても

42艇しかない。マークボートにセー

ルナンバーの確認を頼んでみたが，

すでに範囲が広がっているのと，夕

暗がせまっていて途中であきらめる

ことにする。なぜだろう。帰路につ

いて江の島ハーバーの入口近くでl

艇に出合う。<てんとう虫〉だ。聞い

てみると，クルーが来ないのでDNS'

とのこと。これで納得出来た。ハー

バーに帰ると林健氏が来ていて侍っ

ていてくれた。

第5回江の島～清水レース成績表

7月 14 日1800スタート帆走委員長塩川孝二

合
位

総
順

セール

番号
クラス順位 名 所要時間 修正時|脚艇 TCF

叩
①
２
３
４
５
６
７
８
９
①
２
３
４
５
６
７
８
９
叩
ｕ
吃
唱
皿
晦
略
Ⅳ
魑
四
訓
虹
①
２
３
４
５
６
７
８

滑

謁
別
別
鋤
肥
娼
唱
詔
蛆
諏
焔
泌
帽
岨
婬
翠
虹
調
弱
訓
皿
伽
帥
訓
帥
犯
調
媚
調
印
珀
盟
略
溺
妬
仙
切
帖
ｓ
肥
“
“
Ｒ

ｍ
ｌ
ｌ
｜
’
｜
’
｜
’
｜
’
｜
’
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

船
舶
的
Ｗ
賜
巧
加
創
調
皿
ｕ
略
略
旧
躯
調
弱
唱
詔
鉦
仙
胡
虹
妬
記
岨
弱
的
脇
師
帖
唱
鎚
仙
記
砺
鮨
諏
Ｎ
窕
仙
師
Ｎ

ｈ
ｌ
｜
’
｜
’
｜
’
｜
’
’
一
｜
’
｜
’
｜
’
一
一
｜
’
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
．
｜
’
一
．

６
６
６
６
６
６
７
７
７
６
６
６
６
６
６
６
６
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
８
９
３
７
７
７
７
ゞ
７
７
８
４
，
Ⅳ
四
別
，

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
．
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
２
１
１
１
１
１
１
１
２

Ｓ

３
１
７
３
６
９
１
３
９
６
７
９
５
１
６
０
６
４
６
７
１
０
０
８
３
３
０
９
２
８
８
８
７
８
４
４
０
０

０
３
１
２
１
３
２
３
３
１
０
３
０
３
２
０
４
５
０
０
４
５
０
４
５
５
４
３
５
２
１
２
５
３
４
１
０
０

ｍ
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

７
９
０
２
４
６
５
２
４
６
７
８
２
２
４
６
５
６
９
２
６
６
９
９
６
７
０
８
８
７
２
７
３
５
３
４
３
９

０
０
１
１
１
１
０
１
１
４
４
４
５
５
５
５
１
２
３
４
４
４
４
４
５
５
０
０
４
１
４
４
０
０
１
１
２
４

ｈ
’
｜
’
｜
’
’
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
－

２
２
２
２
２
２
３
３
３
１
１
１
１
１
１
１
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
３
３
３
７
１
１
２
２
２
２
２
６

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

①
②
③
４
５
６
７
８
９
①
②
③
④
⑤
⑥
７
８
９
Ⅲ
、
哩
喝
叫
喝
肥
Ⅳ
唱
旧
加
刻
①
②
③
４
５
６
７
８
唖
①
②
３
唖

Ｃｍ
Ｎ

Ⅳ
血
〃
〃
″
″
〃
〃
″
〃
Ｗ
Ｖ
″
〃
″
〃
〃
〃
〃
〃
″
〃
″
〃
″
″
″
″
〃
″
〃
〃
Ⅵ
Ⅶ
″
″
″
″
〃
〃
〃
〃
Ｎ
｜
〃
〃
〃

龍飛m

天城Ⅱ

吉海波

祥鳳

DOZEN－A

VEGAV

VOLANSH

CLARISSA

PLUMERIAM

NIMBUS－2

SERABII

HIPPO

TORNADOI

DAKEU

乙天馬

CHICO

魁Ⅱ

MARGEV

CHUBURINKOV

KELONIA

DOLCEVITA

EMILY－Ⅱ

IBIZA

津{励Ⅱ

DEvLAm

ADLER

八丈Ⅲ

青雲

衣笠

飛翔

TRACER

NORTHWIND

BOREASU

竜賜

BILLYTHEKID

SPITFIRE

寿限無Ⅲ

OIDON2

てんとう虫

TIARI

雷電

AURORA

げんよう

０
３
１
２
７
０
３
４
７
４
０
０
７
８
１
９
８
６
９
２
９
３
４
６
０
３
８
０
２
３
７
８
９
８
９
５
０
６
０
１
４
３
８

０
８
０
８
８
５
０
０
５
０
１
６
９
６
４
０
２
２
７
８
８
２
２
３
３
１
０
５
１
４
６
７
６
８
０
７
７
９
０
５
４
８
８

９
３
１
０
９
８
４
６
２
０
９
９
８
８
９
１
０
２
２
１
０
６
０
１
１
９
８
６
２
５
１
１
９
７
９
２
０
９
８
８
０
２
１

１
１
２
２
１
１
１
１
１
２
１
１
１
１
１
２
２
２
２
２
２
１
２
２
２
１
１
１
２
１
２
２
１
１
１
２
２
１
１
１
１
２
１

９
０
０
０
０
０
０
０
９
８
８
８
０
０
８
７
７
６
７
８
６
８
８
６
７
０
８
７
８
５
３
３
４
３
３
７
３
１

１
３
３
７
３
５
５
１
０
４
５
５
９
８
４
３
３
２
３
４
２
４
４
２
３
８
５
３
４
１
４
４
５
４
４
０
４
３

５
５
５
５
５
５
５
６
５
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
８
８
８
８
８
８
８
８

７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
６
６
６
６
６
６
６
６

■
■
■
●
●
●
■
●
■
■
■
■
■
●
■
■
■
凸
■
●
。
●
●
。
●
■
●
●
■
●
●
●
●
■
■
■
■
●

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

哩
唱
皿
賜
魑
別
銘
鈍
調
②
③
５
６
７
８
９
凹
理
配
塑
溺
沁
訂
記
調
鋤
訓
銘
鏥
弼
①
４
ｍ
ｕ
岨
Ⅳ
副
師

へ

翌朝(15日),5時沼津フリートの

林氏より電話があり，昨夜大分吹い

たのでレース展開が早くなりそうだ

と言う。すぐに清水側に連絡をとり，

コミッテイーの準備体勢に入る様依

頼する。9時のロールゴールによる

と，やはりペースは早そうである。

受入泊地では藤巻キャプテン以下

"風っ子”グループが，艇の移動で

おおわらわであるo

10時06分37秒く竜飛〉を先頭に第

一集団がフライングマッチをやりな

がら，30秒から1分刻みで入ってく

る。途中何区分かあって18時37分06

秒くおいどんⅡ〉をもってレース終

了。l艇スピントラブルによりDNF・

レース報告書によるとブームを曲げ

た艇1艇。事故らしい事故もなく安

心しました。

スピン操作によるブローチングの

くり返しは，ヘルムスマンとクル

ーの練度が各艇今後の問題として残

されている様だ。

最後に航路図を良く見ると小網代

スタートで書いてある艇があった。

そして艇長サインの無い艇もある。

航跡図は後々の参考資料としても重

要なものなのであるから，必ず艇長

が確認しサインをして提出してもら

いたい。

へ~

３
２
０

１
１
９

９
６
８

６
６
６

◆
■
●

０
０
０

９
２
９

０
４
２

１
０
７

２
０
３

２
３
６

１
１
１

(8）
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最終選考レース出艇リスト (9/12～9/24)

q 微 注艇名の（） 内 は 旧 艇 名

A－第一次選考レースの艇で川場,B－改造艇及びその改良点

C一新艇及びその艇を選んだ理由QUARTERJTONWORLDCHAMPIONSHIP

NIPPONOCEANRACINGCLUB

セール

No．
艇 名 艇種 オーナー スキッパー 予想されるクルー

翻車魚Ⅵ 斎藤晃 八木達郎1936 F727 前田博，尾形慶悦

柳沢伸等，保坂

インボードエンジン塔載。スタ

ーンにバンプを付ける。インサ

イドバラストをおろす。セール

エリアを増す。

B

千勝Ⅵ

(FUJIJr.)

林賢之輔26ft 藤森紀明 清水泰武 林賢之鯆，，断橋

大江弘之，辻文摘

マストを細くして2スプレダー

に。全セールを清水セールにて

新調。

2169 B

羽柴宏昭233(） パピォン

（G･フィノ）

羽柴宏昭OOOHVIND

（VINDTOO）

Ｃ
＊ 1

（

NORTHWIND 並木茂士 吹田道教 岡田豪三，白井茂

明治長治郎

ラダー変更,Eを延ばす。その
他小さな点を改造。

2178 UBOUT25 B

さくらさくら(INFINl)123261パピオン251瓜生昭-|瓜生昭一 に

4サムライ

(KOTERU-TERU)

山口照雄

山村彰

山村彰

庄崎義雄

2257 アクセル･モアハ

ンフ･卜･デザイン

大谷たかお

アクセル・モアハンプ,ト

諏訪順男

Ｃ アクセル・モァノ、ンプトのデザ

インに期待。

高井理VIENTSAGRADE rakai％'1 金指昭郎 バラスト形状，材髄を変更。F

D，BWLにパンプスをつける

2142 B

本多一栄 ｡’MONSTER

（牙）

MONSTERl '1,林カズミ

安藤政孝

本多一栄，宮下正憲

藤井良介

2327 Ｃ センターボード。自作艇だから

＊2 AG U A A Z U L 21341HOL26 旦道盛圭
植 松 真ESMERALDA 堀内巧 高城昌彦，

児玉善太，
笹川信竹

2294 F727 西llliW

山1-1憲夫

フリーの走りが良いので。Ｃ

MAGICIANⅥ 小池久雄 小松一憲 三船和馬，竹島正則

来島和幸

2123 マヤハ24プロト B 性能向上，セール面積を増大(従

来より重いエンジンに変更）変更）
パラ ダ イ ス

（MIDNIGHTFLOWER）

DOU26C

78プロト

河田俊一 田中良三 笹岡耕平，極楽地

森，池!H，矢野

2297 77年よりﾌ'ﾉｰｺｰｽが長くな

ると思うから。

Ｃ

榊原嘉男 根岸径樹，’禽城勝彦YELLOWMARIE

(ANNEMARIE)

2322 VANI〕ESTDAT

PROT

大橋且典 9月,10月のレース海面に合わ

せ，ドロツプキールとした。微

中風ののぼり．フリー帆走に期待。

『~、
背

吉村一平SHOWNTOO

（翔雲）

塩見彰 正井良和，山崎一郎

岡田憲佳ゥ門田公正

ワワQ1
会竺J』 フリーが速いから，センターボ

ード艇をえらびました。

ビーターソン

％T，プロト

C

吉村一平
SERENDIPITYⅡ 中野昭 戸谷寿男 山口 基 渡 辺 隆 之

中野昭，潅水

2318 MULL26 以前の艇(P-26)はフリーの

走りが悪かったため，オールラ
ウンドに走ると思われるこの艇

を選ぶ。

C

'｣､池久雄MAGICIAN， 箱村康之 高橋幸吉，本''1孝

菊池誠

l生能向上｡セール面積を増大(従
来より重いエンジンに変更）

ヤマハ24プロIワ1ワワ
ーユーー B

福田 英秋 望月善保 丹羽秀雄，梅原敬一

佐藤考一

AIA7

（AIA）

2292 フリー性能に実績がありヤマノ､24プロト フリー性能に実績があり，信報

できるメーカー製であるから。

く

一

HONKYTONK

MAROONER

林基｜林基｜木下介二，野中英二||A||
吉川誠一｜丘十嵐研自｜吉川誠一，津村力｜｜⑧⑥未定

1984

2181

N24

マシックバス

三宅智久 罪
》
’

TRACER 2167 三宅智久 柳生和雄，

岩本一男．

改造予定バピォン B

RICHMOND＊3

南川佳三 二宮隆生 波田江，日高茂樹

石川信和

St・GORIATH

（GORIATH）

DOU26C2308 C
芯
ｌ
８
Ｈ
卜
面
Ｂ
Ｂ
ｒ
ｌ
Ｉ

BUNBUN 11江井俊 H黒たみお 日江井俊二,111下繁

土岐修平，菊IH敬嗣

田中義雄

2160 マ ジ ヅ ク ノ ミ ス ヘ

笑 い烏一家

（AKATONBO）

木原26フィート 木原俊男 木原俊男2305 赤川信男，荒居達雄 フリーの早いセンターボード艇

を選びました◎

C

NEOANTARES 川鍋 栄規1791 F727 川鍋栄規 'ノグ変更，セールエリアを大き
くしたい。

加藤哲雄，川岡康之

津田和雄，木下哲郎

B

HOL％T 烏山睦郎PASSAT

2150HOL%T
21841ニューバス

伊東政信 '｣､柳景司，大嶋誠二

大規

バラストの位置，材衝を変更。B

FOURSAIL 近藤弘毅｜星野久也｜大竹哲郎，西原椎行|B|ラダー歴1大変更。
HOLIDAYTOO2 CUSTOM 貝沼惣彦 高橋太郎2042 向井勝利，111崎博文 B スパー，エンジン取りはずし。

7／8リグに改造。

RODEM－V

(CRAZYBLUE－E）

武市倭 石田，大津勉，手塚
Hellmer

2260 T＆Pプロト 両 H 1 浩 臼設計C

付 k嘉 明エジや千 .ワ 羊
一″、ー一1

（もじゃもじゃさん）

藤代武史 福田視郎，石蝸康夫

飯倉道雄

KQ－24L 〔 もじゃもじゃさん（第一次選考
レースにて使用）が30位であっ

た為。

2313

訂正

＊l

＊2

＊3

旧RICHMONDの出場権でく刊凱1>で藤森紀明（清水泰武スキッパー）が出場

旧FUJIJr･の出賜権で<KAMIKAZEEXPRSS>でﾉ-il}|-幹男が出場。

AGUAAZULの出賜惟で<VINDTOO>をチャーターして典道盛孝が出場。
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CUM
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CUM

PTS
POS.|PTS POS POS PTSPOS PTSPTS

AUS、A BigSchott

MagicPudding

Ragamuffin
TEAMPOS．＆PTS

鮨
妬
別
館

１
１
１
５

０
８
３
２

１ ９
９
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７
８
８
５

２
２
２
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９
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６
１
３
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｢日本海横断の夢を追って」

｢ミス日本海Ⅱ」艇長吉川公一

ナホトカ港客船バースには副市長さんを始め，ソ日

協会長や市鍍会スポーツ委員長等エライ人達が出迎え

て下さり，バンド演奏が高鳴る中を上陸。かわいい女

の子達から花束をプレゼントしてもらう。警備艇が出

迎えてくれるという予想だったのに，これはエライご

とになってきた。わけもわからないうちに何かコメン

トを発表させられ（何をしやくったか記憶にない),報

道陣の質問ぜめに会う。通訳がついてくれたがまだ慣

れていないらしく，ユ鰈通の会話でしゃべるとスムース

に通じない。しかたがないから，外人がしゃべるみた

いに単語と単語をつなぎ合わせるだけのII本語。しゃ

べっている本人が外人になったようなヘンな気分にな

ってしまう。

「ナホトカの第-EIJ象はいかがか？」「トッテモオ

オキイミナト，ワタシオドロキマシタ。コンナダイカ

ンゲイ，タイヘンウレシイ」…''･〃

今夜の夕食はレストランで，始めてのロシア料理。

儲いたのは耳も破れんばかりのロックバンドとゴーゴ

ーを踊る若者たち。「もしかしてこれはアメリカに上

陸したのではあるまいか？」おかげで料理の味は音に

かき消されてよくわからなかった。それにしてもソ連

にこんな一面があったとは.〃

4時間程遅れて「ミステイックベル」も元気に入港。

私達と合流した。

「スケジュールを決めましょう。何か御希望は？」

という副市長さんの提案で滞在中の細かいI｣程が組ま

れた。ホテルに泊まるつもりで予約してみたものの，

捕賃を聞いてビックリ./1泊1万円もするという｡1

|’

京一
学

4＃・-鵠

偲，
6112211レセプションの席上｡V.A.ロマニューク，ナホトカIfj

腿にメッセージを手渡す吉川艇長っナホトカ'li役所市長室にて。

(11)

人平均3万円位の小遣いしか侍っていないのにと、うし

ょう.ﾉ幸い「ミステイックベル」のグループが一晩だ

けということで頼んでいたので，こちらも同一行動を

という理由をくっつけて一安心。ソ連｣陸の第一夜は

船中泊ということになりました。

見物にきていた男女数人を船内に招き，ウイスキー

で乾杯。そのうちどんちゃん騒ぎになって，日本語とロ

シア語，それに英語をチャンポンにして，あとは身振

り手振りの大奮闘。夜遅くなってやっとお引取り触っ

た。あとで知ったのだが，港にたむろする不良連中だ

ったとは……。なる程，類は友を呼ぶとはこういうこ

とをいうのかな〃

翌朝，眠い眼をこすりながら市長訪問。ブレザー（ヨ

ットクラブのユニフォーム）を着込み，白のスラック

スに白いシューズ。中味はともかく，格好だけは決め

たつもり。

専用バスがお迎えにきた。これから毎II私達のお世

話をして下さるのは，アジア・アフリカ会議のイミリ

ヤーノフ議長，市議会のスポーツ担当委員長ビクトリ

ーさん。コムソモール書記長のサーシャさん，それに

とてもハンサムな通訳のビクトリーさん。專用バスと

運転手。果たしてこの経費は誰が持つのだろうか？

港を一望に見渡せる丘の上に建つ市庁舎の3階。広

い市長室には日ソ両国の国旗が飾られたテーブルがセ

ットしてあり，両国が向かい合って席につく。私達は

ここで柏崎市長とNORC古屋会長からのメッセージ

を，ロマニューク｢肘長にお渡しした。なんだか|｜ソ両

国の首脳が会談しているような感じです.／まだ40才だ

61122Hソ連の子供進と一緒に。ナホトカの海水浴場にて‘
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というのに，ジョークを交えながらなごやかに応対し

てくれる市長はさすが貫録十分。「ナホトカ市はまだ

28才／全市に建設の足音がひびいています。」市の中

心部だというのにポプラ並木の中にポツンポツンと建

っている街並を見ていると，これが15万都市の姿なの

かと疑いたくなる程。でもやはり大きい街です。スケ

ールが違うという感じ。ナホトカの中心はやはり港。

ソ連で2番目に大きい港だとのこと。

「ナホトカ港入港船舶の70％は日本船であり，ソ連

と日本の経済交流の重要な玄関口の役割をはたしてい

ます。」「今回のヨットでの訪問はナホトカ港の歴史

上初めてのことであります。したがってこの事実を写

真に記録し，博物館に納めることにしてあります。」

……市長のお言葉です。博物館に飾ってもらえるなん

て夢にも思わなかった。

今回の訪ソについては在ナホトカ日本領事館に大変

お世話になったので，あいさつに出かけた。菊島総領

事もナホトカ市の歓迎ぶりに驚いておられたが，「招
待したからには徹底してお世話するのがソ連の考え方。

甘んじてお受けしなさい」とのことでした。これでバ

ス代のことは心配しなくてすみます。

総領事でさえナホトカ市の外には出ることはできな

いし，汽車に乗ることもだめ。ましてボートで海へ出

ること等絶対に禁じられているとのこと。それに比べ，

私達は港の中を自由に出入りし,16%撮影も制限なし。

報道担当の田辺君は大忙がし。撮影したフィルムは8

mM!と16船合わせて1万フィート，写真も2千枚近くに

なりました。

ソ日協会のレセプションは国際海員クラブで開かれ

た。今回の入港許可はIIソ協会とソ日協会の強い支援

があったからに違いない。厚くお礼申し上げた。

「我がソ日協会ナホトカ支部の会員は2501､11体，

19,000名，そのうち船員関係が215団体であります」

……それに比べ日ソ協会柏崎支部（班）は総員8名，

うちヨット関係8名です。支障があるといけないので

日本側の発表は控えさせていただきました。

2日目の夜だけ国際ホテル「ナホトカ」に宿泊ol

週間ぶりでバスにつかり，アカを洗い流してゆっくり

くつろげると思ったのに，ナント.／『今日はお湯の出

ない日です』とのこと./冷たいシャワーを浴びながら

身の不運を嘆きました。

ナホトカ滞在5Ⅱ間のことはとても言葉ではいいつ

くせない。印象に残ったものと，次に行かれる人達の

参考になると思われることをいくつかあげてみたい。

，病院外人專用の病室があって，入港した外国船

の船員が急病の時等に入院するそうです。めまいがし

そうな程素敵な看護婦さんが居て，もう少しで病気に

なるところでした。ここでは日本人船員が入院しても

全て無料なのに，昨年横浜でソ連船員が盲腸で入院し

たときは27万円もとられたとのこと。厚生大臣にかわ

り深くお詫び申し上げる。

Dデパートナホトカ市内には大きなデパートが二

つ程ある。日本に比べると商品の種類，質，量共に差

が感じられる。ある一面ではすばらしい科学技術を誇

っているのに，一般の消費生活面まではなかなか手が

'且Iらないのだろうか？しかし衣・食・住，医療等必需

品や福祉関係は格安又は無料となっている。基本的な

ものの見方や考え方が違うんだからどちらが良いのか

一概には言えない。

、トロール船の見学ナホトカは港湾施設とドック

それに漁業が中心産業のようです。その一つ遠洋漁業

基地で母船式大型トロール船（5500トン）を訪問。こ

れが日本沿岸に出漁してくるわけです。この辺には日

本の漁師みたいなのはないらしい。ピアノの置いてあ

る仕官食堂で船長と共に会食。200浬問題で若干の意

見を交わす。イシコフさんと同じような符が帰ってき
幸一半

塞 9 ○

，海水浴沿海洲地方では5月頃から海水浴を始め

へ

望

“
蝿
》

ｊ
綴':“露｡．．、､蕊．：．‘．．§･.．.、、
騒 騨′

一
や
匂

6月23日ナホトカ・ヨットクラブとの交流。国際海員クラブ

にて。

6月24日子･供達の訓練風景。ナホトカ・ヨツトクラブにて。

(12)
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－ブル(2200万円）の予算で増強をはかるとのこと。

経営母体が漁業基地の労働組合だから私達とは比べも

のになりません。広大な専用ビーチを所有し，堀り込

みのハーバーもあります。6才位の子供まで一人で沖

に乗り出しているんです。私達の町では高校にヨット

部を作ることさえ難色を示します。……事故が起きた

時責任をとらされるから……。これが日本の教育の原

点なんでしょうか？絶対安全だと認めるものにしか手

を出さないようでは，そのうちに日本民族は滅びてし

しまうかも.〃

「魚つりをしてみましょう」と誘われ，3隻のレス

キュー艇で500m位沖合に出かけてみました。1時間

程の間にカレイやアイナメが200匹以上。バカでも釣

れるとはこのことです。

レースの様子も見せてもらいましたが，なかなかの

ハイテクニックです。日ソ対抗レースをやったら勝ち

目はなさそうです。スポーツ施設を訪問した時，小学

生の選手と日本側代表が卓球の試合をしたんですがコ

テンパンにやられました。

釣りのあと，クラブの食堂で副市長さん等も交えて

飲んだり歌ったりの大パーティー。我が方からは三階

節に佐渡おけさ，ソーラン節。カチューシャをロシア

語と日本語で大合唱。

パーティーのお礼に船から運んできた材料を使って，

おにぎりとタクアンに昧附汁，それに先程釣ってきた

カレイをサシミにして提供。「ハラショ」の連発であ

りました。

他にもいろんな施設を訪問し，市民生活や住宅のこ

と，労働英雄制度や政治経済のことまでそれぞれ印象

に残ることがたくさんありましたが，とても言いつく

すことはできません。

帰りの燃料までもプレゼントしてもらいお礼の言葉

もない。最後の夜，お世話になった人達やヨットクラ

ブの会員達を船に招待し,U本料理やビールで歓待。

そのあと国際海員クラブの中にあるナホトカでただ一

つのバーを借りきって返礼のレセプションを開催。す

っかり打ちとけてもう昔からの友達みたい。「トース

ト／」「カンパイノ」お互いに相手国語で乾杯をくり

返し，夜のふけるまで友情と連帯を確かめあったので

した。

6月26日10時，副市長さん初めたくさんの市民の見

送りを受け，想い出多いナホトカに別れを告げました。

「サヨウナラ.ﾉ」「ダ・スヴィダーニャ./」（又会う

日まで）。ヨットクラブのクルーザーが途中まで見送

ってくれました。彼等はいま,12m程のケッチを作っ

ています。来年はそのヨットで日本海を渡り私達の

街を訪ねて来ます。その繰り返しが，やがて，日本，

ソ連，中国，韓国それに北朝鮮までも含めた｢日本海国

際ヨットレース」の実現に繋がることでしょう。

今回の航海に際し，御支援をいただきましたNOR

Cに厚くお礼申し上げます。
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一

／ミス日本海Ⅱ 航跡図 本州

るとのこと。「寒いだろうな－.ﾉ」と思うのは我々だ

け。体の構造が違うみたいです。札幌と同じような気

候ですが，一緒に泳いだ感じでは心臓麻痒の』じ､配もな

いようです。ビキニ姿のロシア美人で目の保養をさせ

てもらいました。市当局の御配慮に感謝す。

Dピオネールキャンプ子供達はいま3ケ月間の夏

休み中で，各地のピオネールキャンプが賑やかでし

た。眼や髪の色が違ういろんな民族が一緒になって遊

んでいます。皆んなかわいくて人なつっこいんですね／

ビスケットや記念切手等をプレゼント。我々日本民族

も一緒になって遊んできました。片ことのロシア語と

目の表情でお話しします。

pロシア語往きの船上でロシア語教室を開催。全

くの泥縄式。あいさつに毛の生えた程度でしたが，そ

れでもずいぶん役に立ちました。外国を訪問する場合，

少し位はしゃべれるようにして行くのが礼儀だと思い

ます。ロシア語が理解できなかったばっかりに，デー

トの申入れ？とも知らずに「ノー・サンキュウ」．／

、フリーショップ国際都市なので免税店がありま

す。ウオッカや民芸品，ミンクのコート，琉珀等が安

く手に入ります。アルメニヤコニャックは買得品，全

部日本PIで買えます。日本の税関で「君達は酒類の貿

易商か？」と問われました。

へ

ナホトカ訪問の一番の目的，ナホトカヨットクラブ

を訪問。バスで一時間程の郊外にある保養地に，クラ

ブハウスを始め，艇庫や食堂等の施設が整っています。

制服にキリリと身を固めた少年ヨットマン達に迎えら

れ，たくさんの花束とバッヂをプレゼントされる。

クラブ結成は3年前とのことですが，トーネード，

カデット,OPデンギー等36隻を所有。今年も7万ル

(13)
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マーメイドV世号・北極圏帆走の巻~Yー>

やや旧聞に属しますが，

堀江謙一氏が試みた北極点

への帆走について，設計し

た立場から，またチームの

一員としての立場からリポ

ートしてみようと思います。

計画

堀謙さんの初期の計画は，

当たり前のボートで日本か

ら出発してベーリング海峡

を通過し，いわゆる北西航

路を東行して大西洋へ抜け

ることでした。更に大西洋

を南下し，ケープホーンを[’

林 賢

を南下し，ケープホーンを回って帰ってくると，地球

たて回りとなるわけですが，彼にとって，地球はちょ

うどその位の，ほど良い大きさのようです。ところが，

3年前の太平洋シングルハンド・レースでサンフラン

シスコに滞在している時，北極点へ行こうという具体

的計画を持った，旧知の冒険家兼作家，谷口正彦さん
ノース●鎖一尾

と話をしているうちに，北極点が浮び上ってきたよう

です。

北西航路はヨーロッパから東洋への商業的な近道と

して探索され，数々の悲劇とエピソードを残していま

すが，南極へも到達したアムンゼンが今世紀初頭に初

めて通航に成功しました。その後，現在に致るまで，

商業的意味もなくなってしまったこともあって，北西

航路を通航した船は僅かです。往復に成功しバンクー

バーに保存されているセント・ロック，つい最近シン

グルハンドによるステイール・ヨットのウィリウォ

ー，カナダとアラスカの石油運搬の可能性を試みたマ

ンモス・タンカー，マンハッタンがあるのみです。

このコースを犬ゾリで走破したのが，植村直己さん

であり，今回の北極点到達と合わせて，全く素晴らし

い冒険家です。

堀謙さんが，植村さんから犬ゾリの話を聞きながら

犬の持つパワーとセールに生ずるパワーを比較し，犬

のための食糧調達の煩わしさから解放されるアイス・

ヨットの可能性について考えはじめたのは，当然と言

えるかもしれません。又，ナンセンによるプラム号の

北極海漂流実験の中に，ソリの上にカヤックを積み，

氷上を七一リングする場面がでてきます。

氷上をセーリングすることは，やはりオランダが最

初のようで，凍った河の上を，その頃の重いバージの

下にソリを付けて帆走したようです。現在はポーラン

ド，ソ連を中心とした北欧と北米の五大湖周辺で盛ん

に行われています。ちょっと意外なのはソ連で，写真

(14)

之輔

で見ると，ソリッド・セー

ルを持った高度に発達した

アイス・ヨットが見られます。

設計と建造

極点へ帆走して行くこと

のできるアイス・ヨットを

建造することができるか？

という問題は，容易に答が

出てきません。

まず，常識的に考えて北

極海の氷はデコボコで，七

一リングできるような状態

ではないのではないか，と

れに対し，本来海であり，いう疑問に直面します。これに対し，本来海であり，

それが凍ったところであるから，基本的には平らな筈
’1－ド

である。という論理も戒立ちます。更に，開氷面に落

ち込んだ場合どうするか。風は十分あるのか。ブリザ

ードとはどんな状態になるのか。極低温に耐える材料

は何か。ソリの滑走面の材質と形状はどうあるべきか

O

「百間は一見に如ず」ということになって，52年12

月にアラスカのポイント・バロー（北維71｡）へ行くこ

とになりました。ここには米海軍の極地研究所があり，

宇宙飛行士も訓練に来たところです。いささかクレジ

ーな一行も，ここではまともに扱われ，貴重な助言と

データを得ることができました。

北極海を時計回りに流れる海流があること。バロー

沖は海流とベーリング海峡からの潮流の影響を受けて，

氷脈（プレッシャー．レッジ）が多いこと。グリーン

ランド側は大西洋へ流れ出る海流があり，速い時には

20～30マイル／日に達すること。暖流の影響により雪
ｽやイキー

が多く，夏期はくタ雪となり，ソリ旅行に向かないこ

とoカナダの多島地帯の海氷は，湖水の氷に似てスム

ーズであること。気温は冬期でも-50℃程度で，内陸

の一部や南極大陸より暖かい，これは下が海水である

ためである。氷脈は高さ5mに達するものがあり，又

開氷面の幅は％～％マイルであること。風向は主に東

で平均10～12マイル／時であろう。まれに西風が吹き

暴風となることがある。風のある時の体感温度は急激

に下るので危険である。太陽の出ない季節は影がない

ので凹凸がわかりにくい。太陽がある季節でも，霧が
ホワイト●〒内卜

出ると白一色となり，なにも識別できなくなること…

O

解決すべき沢山の問題を抱えながら，小型チャータ

ー機から見た薄明りの中の北極海は，モノトーンの水

墨画のような美しさを見せていました。

へ

へ
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友軽金属から特別に小量で出荷して戴いた材料（超ジ

ェラルミン）が足りなくなったり，いろいろありまし

たが完成しました。

組立，試走

ベース・キャンプは，ポイント・バローよりもつと

極点に近い，カナダ多島地帯にあるリゾリュート（北

緯74｡）に変更され,そこで試走した後,出発予定地点(北
緯82｡）へ向かうこととなりました。ベース・キャンプ

のリゾリュートまでは，民間の定期便が入っています

が，そこから出発予定地点までは，チャーター便に頼

らざるを得ません。飛行機に積込むために，ドアの寸

法に合せて，メインハル，マスト，ソリの足等を分割

しました。そして，この寸法の制限により，極地飛行

に適するツィンオッター機の使用を断念することにな

ってしまったのです。

2月21日，前進基地設営隊長の深田さん（アルピニ

スト),マネージャー兼無線担当の前田さんと共にリゾ

リュート着，先発隊に合流。木が1本も生えていない，

のっぺりした飛行場，機外へ出ると鼻毛がチリチリと

凍り，キューンとした寒気です。

翌日から早速，組立てにかかりました。一部は工場

の一隅を貸りて行ない，最終組立ては戸外です。ハン

ドリベットと小ネジによる作業は細かい仕事なので，

厚手の手袋は使いものになりません。カメラマンの玉
。プヶ

田さんや小夫家さんも同様に，指先に苦労しているよ

うでした。

既に極点目指して出発している日大隊，植村隊が，

エルズミア島沖の乱氷群に悩まされている，という情

報が入ってきました。我々も偵察を出すことになり，

DC3に燃料満載のドラムカンと一緒に，北緯84.付

近まで飛びました。今年は例年より氷脈が多いと言わ

れてはいましたが，予想よりはるかに多いのを見て，

ガク然としました。

25日組立完了。海上へ移動しました。風が弱くセイ

リングはできません。28日，今日も風が弱く，セール

を張って，コマーシャル・フィルム撮りの最中に3～

4m/sec､のブローがきて，無人の艇が走り出し，全員
卜回

慌てて追いかけ，副隊長の国重さんが飛び乗りました。

これが，初セイリングとなりましたが，この程度の風

では，高さ20～30cmの吹溜りで止ってしまいます。そ

れでも一同大喜び。凍った焼酎ジョーを暖め，シャー

ベット状のやつを痛飲しました。

リゾリュートには，白人が空港周辺に約150人，そ
イスダ，卜

こから約7マイル離れた村に先住民族が150人位住ん

でいます。この村の学校の先生がモリスさんという人。

自宅に，リゾリュート・ベイ・ヨット・クラブの看板
＋スイ!ｸ

がかかっており，36吠の白熊号で世界一周した御夫妻

だったのです。「ひねもす」のトロさんと，意気投合，

スライドを見せて戴いたり，72ノットのブリザードが

吹き荒れた一夜，宿舎へ帰ることもできず，泊めて戴

きました。

長さ
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年が明けてから設計にとりかかったものの，遅々と

へして進まず，時には逆もどりするしまつです。これは
へすべての条件を満す組合せを見出すことができないた

めで，失敗が，外洋ヨットの場合よりもはるかに死に

直結していますから，慎重にならざるを得なかったの

です。堀謙さんには，「植木屋さんが煙草を喫ってい

る時間です｡」と言ってゴマ化していましたが，そうも

しておられず，何度も討議をした結果，想定した条件

下，即ち，通常の氷の状態で風速5～6m/sec.の時に

のみ走ることとし，水面上も走れること。材質はジェ

ラルミン，三本足の前方ステアリング，断熱材を用い
ト’γハウ五

たミニマムの犬小屋，ソリのクッションはエア．ダン

パーを用いること。等々が決り形ができてきました。

建造は淡路島にあるハルモトヨットに決り，新工場

の1番船（？）となりました。建造中にも試行錯誤があ

り，ステアリングのソリは，ヤマハ発動機の御好意に

より，スノーモビルのソリを使うことになったり，住

(15)
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前進基地への出発の時期も迫ってきましたが，航空

会社の返事が，どうもはっきりしません。最初の見積

りより倍以上の費用がかかることも，わかりました。

今回の冒険行のスポンサーである，シマ・クリエイテ

ィブ．ハウスの島崎さんが来られるのと入替りに，私

は心を残しながら，一足先に帰ることにしました。

その後，艇の方は，スピンを上げて快走という場面

もあり，スノースクーターでは追付けないスピードも

出しはじめました。ところが，ソリの足が折れ曲ると

いう，アクシデントが発生したのです。日本に帰って

きていた私は気が気ではありませんでしたが，若い石

山さん（元ニートアルミヨット勤務）が，大ハッスル

して修復してくれました。

白熊が近くに出てきたり，急拠，ライフル射撃を練

習したり,NATO軍の訓練を見学したり，イヌイッ

トの子供達との交歓等，楽しい日々が続いたようです。

結果

氷の状態は-一向に好転せず，航空会社からも，安全

に着陸（離陸）できる場所があるかどうかわからない，

ということ-から，遂に，ドクター・ストップがかかり，

極点へのセイリングを断念しました。TKO負けです。

設計の立場から振り返ってみると，まず，北極海は

海ではなかったことです。即ち，船を設計するセンス

よりも，むしろ車を設計するセンスが必要だったわけ

で，特に建造の最終段階でエアクッションのゴムが耐

寒性に問題があることが判明し，使用不能になったこ

と等’足まわりの問題が，クローズ・アップされまし

た。パワーについては，フルバテン・セールを用い，

微風でも効率のよいセールプランを持っていて，風さ

えあれば十分と云えますが，全体に，もっと小型化す

ることが望ましく，飛行機による食料補給等，他から

の援助を受けることを想定するなら，小型化は可能で

す。これも外洋ヨットで鍛えられた結果でしょうか，

出発した後は，他からの援助を期待していなかったの

です。アイス．ヨットの受ける抵抗は，摩擦抵抗と空

気抵抗です。-30℃附近での雪と氷は軽い砂のような

性質を持ち，（スキーやスケートのように接触圧で融

けないため）摩擦係数は約0.2程度でした。面白いの

はコンパスで，極磁北に近いため，全然ダメ。静かに

置いてもジワーと回って止りません。バリエイション

・チャートには，大変な数字が出ています。

終りの章

堀江謙一さんに対する世間一般の批評はあまり良く

ありません。一発屋，売名行為，記録破り，……。一

発屋と呼ばれるのにふさわしい行為を，危険を承知で

冒険できる人が何人いるでしょうか。自分にも世界に

も屈しまいとする闘争心と，自分の目でしかと確めよ

うとする精神が彼を冒険へ追立てているように思えま

す。太平洋ひとりぽっちや，世界一周ひとりぽっちに

より，受けた称賛と栄誉をにないながら，失敗するか

もしれない次の冒険へ飛び込むことが，売名行為とい
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う言葉で片付けられるものでしょうか。記録への挑戦

が無意味であると言うのは，自分の持っていたロマン

チックな夢を壊されたが為に言っているのであって，

本来，人間は記録への飽〈なき追求心を持っているも

のと思います。次の文は，立風書房「世界一周ひとり

ぽっち」のあとがき（松島駿二郎氏）から抜粋したも

のです。

堀江さんはエクセントリックな人である。これは，

風変わりなとか奇妙なという意味でいっているのでは

ない。エクセントリックという言葉の語源に近い，中

心をはずれている，という意味でのことである。

この場合，中心をなしているのは日本の社会である。

日本は別名日本国株式会社といわれるほど，一本の太

い軸を中心に回転している社会である。

ところが，堀江さんが生きている軸は，日本の社会

が回転している軸とはちょっとはずれているのである。

はずれたところで，強力な自転をくりかえしているの

だ。（中略）

中心軸とはずれ軸の関係とは，一つの太陽とそれを

とりまく惑星との関係に似ている。一つの星系で惑星

が果たしている役割りは，その惑星がいかに小さなも

のであっても，その星系に力のバランスをもたらして

いるのである。（中略）

大切なことの第一は，太陽がいつも求心的な凝集力

を持ち，まわりのすべてを自分自身のうちがわに巻き

込もうとするのに対し，惑星は断固たる態度でそれに

さからい，太陽からじゅうぶん離れたところで軌道を

描くのだ。そして，これら軸はずれの存在は，その星

系に多様性をもたらす。つまり，社会の単一化でなく，

多様化のための原動力となるのである。

第二に，一つの太陽系は，その惑星の存在ゆえに，

中心部分をはるかに超えた広大なひろがりを持つこと

ができるという点である。（中略）

エクセントリックな連中は，エクセントリックであ

るがゆえに，社会と対時するかれらのエゴを，単に個

人のエゴという次元を超えた存在にまで高めているの

である。（中略）

堀江さんが領有宣言をする「島｣，つまり惑星に，適

正な名前を進呈するのは社会の義務である。名前をつ

けるということは，とりもなおさず認知するというこ

とである。行為の結果をあれこれいうのではなく，軸

はずれの存在そのものを認めるこ.となのである。
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写真説明14ページ北極海での七一リング

①堀江謙一さん

②国重光照さん

③林賢之輔さん

④深田さん

⑤無線アンテナの設置作業

⑥最終組立

⑦先住民族のヴイレッシ

⑧モリス先生と子供達と一緒に

写真提供シマ・クリエイデイブ・ハウス
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居るのに敬意を表し，これに加えて基地である清水各

局もコマーシャルその他等でオンエアー出来ない日も

あったので，当局がJAのコントローラー局として無

事太平洋横断航海へのお手伝いにと思い，サンフラン

シスコ，ヨットハーバー迄ご相手させて頂きました。

「パル号」無線設備について

ここでヨット’~パル号」のヨット規格そのものはヨ

ットマンであります皆様方が御専門家であるので省略

させて頂き，「パル号」の無線設備について伺ったとこ

ろを御紹介させて頂きます。先ずアンテナは帆柱のマ

ストから傾斜型に21%[のダイポールを張って居ました。

「パル号」の船体材間から判断して最良の方法と考え

られます。金属ボデーであればヘリカルホイップ型を

使用するもの又格別かと考えられますが，これを使用

するには船体に銅板を多く使用し，エンジン部とのア

ースも充分施行しないと効果がありません。以上の理

由から傾斜型ダイポールを使用されたものと考えられまへ
す。次に送受信機は日本電業社製ライナー15B型トラ

ンシーバーを使用して居られました。これは21ﾂ腿SSB

でありますが充分であると思います。理由は次の通り

です。

1.小型軽量であること（ヨット船室に適切)。

2．出力送信電力10W(海上電波は飛びが抜群）

ライセンスあればブースターを入れ電力アップ可

3．一般船舶のアマチュア局も21yh[を採用して居る。

4．大型複雑化した送受信機はロング航海にはトラブ

ル発生も考えられるので感度良好な機種が良い。

5．送受信機の使用電力をヨット内の電源装置から考

えて，出来る限り小電力タイプが良好である。

6.21yh帯はバンド幅も広く数多くのアマ局が使用し

て居るからです。2バンドは必要としない。

7．送受信機はロング航海には2台用意し，トラブル

の際非常切換も考えておくべきです。

21Mizのスケジュール周波数設定について

り罫隙醐醐寵剖蝋濡鳥鰯へ
に多く使用する関係上，特にI1付変更線を通過すると

W局との強力な混信を受け，又JAのモービル局から

JA側でキー局も合わせて混信に悩まされるので，余

り良好な周波数とは言えません。従って21,300ルー

21,350yHzの間が最適と考えられます。

咄局並び外国局との協力について，

今回’パル号」との2ケ月余りの交信でアメリカ側

に近づくにつれ，電波の性質上空中状態でスキップす

る事もあり，何度かこの様な状態がありましたが，こ

の際大へん協力頂きましたのが％局特に漁船アマの方

でした。大型船舶は速度も早くなかなか協力して頂く

機会が余りありませんでしたが，漁船は定位置操業の

日々が多いので助かりました。又外国局ではハワイの

「ジョージ」さA/(KH6HHN局）には強力なパワー

とビーム型アンテナにより大へん御協力を頂きました

ハム｢パル号｣を支える

アマチューア無線局JE6AAQ

元 尾 光 弘
Ｊ
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パル号との出会い

5月18日午前6時00分頃当局21M/HzSSB信号をワッ

チ中,JH2PTR,JA2KDF,¥/M局をコールして居

る％局JH2PTR局の電波をキャッチした。

ところが各局からの応答がないので直ちにコールし

たところ，その局がヨット「パル号」なる事が判明し

交信を開始した。その交信内容によれば家族共々の太

平洋横断のための航海中であり，日本近海で低気圧に

遭遇し小学校6年の子供さんが船酔いのため医師によ

る応急手当法を伺い度いという内容であった。直ちに

ローカル医師に電話を入れ，その内容を電波で送信し

たのが当局の「パル号」との出会いであった。この初

交信で基地である静岡県清水各局とのスケジュールタ

イム及び周波数を確認したので，再度の交信を約束し

ファイナル信号を送った。

さて当局はヨットマンではなく，永年のコマーシャ

ルを退職し，｜I下第二の人生を横浜からこの南九州ロ

南海岸で送るため高台に新築し，楽しみのハムをしなが

ら送って居る者です。ハムを通じ数多くの％局その他

の局との交信するのを唯一の楽しみとして居ります。

さて話題は本筋にもどりますが，ヨット「パル号」

については出航をNHKテレビで拝見させて晩きまし

たが，多くのJAのハム局も内海さんご自身が我々のハ

ム仲間であったとは知らなかったのが，実状ではない

かと思います。然しながら度重なる交信につれ当局は

I~パル号」内海さんの人柄そのものが判る様な気がし

ました。各スケジュールタイムも正確にワッチされて

(18)
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ことをお伝えしますolパル号」交信内容をJAキー局に

送って頂きスケジュールを盛り上げてくれました。

コントローラー局の設定

今l111のスケジュール交信でも判る様成功したのは，

キー局の設定と思います｡I~パル号」側も安心して必要

事項をJAに送受信出来ること，又無駄な混信をなくす

ことが出来，且又JA側待機声援される各Ajも安心して

自}njの電波を｜~パル号」に送受信出来るからです。こ

こにキー局は長い航海の際には所属基地のアマ局を3

～4局程設定され常時何らかのキー局がコントローラ

ーが努められる様配慮される事が望ましいと考えられ

ます。

★思い出深い「パル号」交信雑記

51128日JST1200~

このHは「パル号」の補助エンジンからオイル漏れ若

へ干ありとの報告。原因は推察すればオイルシールから

の洩れ，高速|nl転時に発生すると言うため，準備した

オイルの残量が心細いとの事であった。

5月28日JST1443～

JH7XUNWA局が当局へ交信を求めて来たので,「パル

号」の現状を伝えたところ，「パルー局･」の東方海域に3

隻の漁船操業中，合わせてこれら船舶の位置も送って

来て，これら船舶からオイルその他の補給を受けられ

度い旨，実に有難い伝言を受けた。

5月28HJST1533～1551

’パル号」も当局と同様％ネットに参加して来たので，

直ちに直接交信して伝達事項を送信し，了解された。

5月30日JST()600～0626

'~パル号」から洋tにてl｣本漁船（小樽港所属第28ト

ラ丸）に奇遇し，不足していたオイル，果物，マグロ

2本等数々の食糧の差入れを受けたとの知らせ。当局

もぱっと一息安堵した。これより毎回JAの気象デー

タを関係海域について報告することにした。

6月9日JSTO600～0624

へ6月11日頃から時差の関係上1800JSTを1700JSTに変
更したい旨要請があった。結励は6月1611から実施し

たが，空中状態で’~パル号」に頑張ってもらい従来ど

おりに戻した。

6月19日JSTO6()0~

バッテリー容量低下のため補助エンジンを手動にてか

けたが，錆付きによりギヤの噛込み不具合で始動しな

い。プーリーの脱着方法の問合せであった。直ちに静

岡県清水市のJA2KDF局へ有線を入れJST1000から

の再度の交信を約し，当局の中継により代理店技術者

からの応急修理方法を伝えた。

6月20JSTO600~

’~パル号」から強力な信号が人感。エンジン修復始動

という報告が入った。

6月30日JSTO6()0~

’パル号」から海ヒスライト，無風，シーアンカー中，

(19)

クジラの大群に遭遇。5m近くまで接近。合わせてア

ホウ烏の群れもあり，8％カメラにて撮影。実に素晴

らしい光紫であった。ハム､ノーセージの切れ端を与え

た。子供等も海水浴を楽しんで居る旨報f'iあり，こ

れ又余裕ある航海と考え安心した。

7月31｣JST17()0~

ハワイ局KH6HHN局ジョージさんからシスコ入港に

伴う種々な打ち合せ事項を「パル汁」及び当k,)へ送信

して来た。

7月5HJST12()0~

KH6Hl-IN局からカナダ，バンクーバー発ハワイ向け

の大ヨットレースあり。先頭集団の大型ヨットが「バ

ル号」と遭遇する危険あり。夜間は充分警戒せよとの

事であった。

7116IIJSTl2()0~

JH6EXOﾙM局中夷さんからの中継により「パル号」

海域N38?56',W132?()8'附近はシケという報告。

7月6UJST17()0~

JH7RMU%局畠山さんからの中継によれば,｢パル号」

シスコ入港予定は7H10日頃とのこと。

7月8HJST12()0~

「パル号」より海|ニシケ，自動操舵操置故障。これよ

り応急修fIMに入る｡なお入港は71]9H夕から7月10

p昼頃のf定と送信して来た。直接交信にて判明。

7月9IIJST1200~

海上シケ，風力7，風方S,パラアンカー中，入港|_1

時不明。

7月10日JST1200~

KH6HHN局から読売新聞報道マン，シスゴ，ビクト

リヤホテルにて待機中｡'､パル号」あせらず航海をされ

る様，伝言を内海さん及び当局に連絡して来た。

7月llHJST()5()1~

KH6HIIN局「パル号」との連絡交信が出来，ローカ

ルタイム1145ポイントレー通過，シスコ湾の北側を湾

内に向ってエンジンにて航海中。風力2，気圧1011,

温度15℃という内容が中継されて来ましたが，当局も

直接受信出来ました。

7)~llll｣JST143()

ヨットハーバー事務局より国際電話が入り，内海さん

のボイスで現地時間午后6時30分無事家族共々元気で

入港し，太平洋横断に成功したことは,JAアマチュア

無線ﾙｳの皆さんの絶大なるご声援によるものと深く感

謝して居る旨，当局からくれぐれもよろしくお伝え下

さいとの事でした。又翌朝JSTO600～からのスケジュ

ールを約束し失礼しました。

7月12日JSTO6()0~

’~パル号」から完全了解の信号で内海さんのご元気な

お声，太平洋横|折成功の喜び,JA各局,%各局への

絶大なご支援に対する厚い感謝のことばを送られ，当

局も6811間の苦闘を賞讃し，この偉業をたたえ，約2

ケ月余りのネットを終了しました。
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①

大型帆船

オスプレ

■撮影野口正樹

全長172フィート，帆走最大スピード14.5ノットと

いう，堂々たる帆船くオスプレイ号〉が9月111(予

定）横浜港にその姿を現わします。

この帆船は1939年スウェーデンで建造され，北ヨー

ロッパで活躍し，その後，大西洋，地中海，カリブ海

を走りつづけ，今回パークウッド・リミテッド㈱のチ

ャーター艇として，日本の海に浮かぶことになりまし

た。横浜に入港後，しばしの間ドックに入りますが，

その後，南太平洋を中心にアドベンチャー．クルーズ

を予定しているとか。§海のロマン§を求める老若男

女の夢をかなえる日も間近でしょう。

日本への回航の途中，マイアミからアカプルゴまで

乗船した野口正樹さんの写真を紹介します。

〈オスプレイ号〉型式バーカンテイーン

全長172フィート
②

ビーム24フイート

ドラフト13フィート

総トン数225グロストン

船籍イギリス（ホンコン）

③

⑤

(20）
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③操舵作堆
(な'：催もシイラになりたい．

⑤カリブ抑の夕｜｜をあびて

,(6.'ｵｽﾌﾚｲ期･乍峨

碇4()フィ-l､のバウ・スフリ

⑧フロリダili,航を祝い，コン
テノ

｜､より

$スにシャンペンをかけるキャブ
（
）

⑨

(21）
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1）5月の臨時ORC会議

昨年11月のORCでは，外洋ヨット全体から見ると

小数派のグランプリレーサーを抑制し，大多数の健全

な外洋ヨットを守る為に，次の方針を確認した。

a)艇の寸法，排水量に対し，セールプランを大型

化しようとする傾向に歯止めをかける。

b)現行ルールでは，平穏な海象下では軽いヨット

が重いヨットより有利である。是正が必要である。

c)古いヨットを優遇し，二重目的のヨット（クル

ーザー／レーサー）を奨励する。

此のORCの方針に応えて,01inStepha1,sを委員長

とするITCは，ヨーロッパ，アメリカの多数のヨット

のデータをコンピューターにかけて解析した結果，4

月には,MR公式の改訂を骨子とする，ルールの改正

案を提案した｡(ORC会報22号）

5月20,21日にロンドンで開かれた臨時ORC会議

では,ITCの提案が検討されたが，事前に有力設計者

グループの意見をも取り入れた結果，あまりドラスチ

ックでないルール改正案が生まれ，承認され,ORC

会報24号で各国に通知されて来たので紹介する。

2)ORC会報24号(1978-6-27)

1979年1月1日から発効するIORMKⅢの改正は

Appendixlに述べる。

AppendixⅡの各項は,ORCで原則的には合意さ

れたが，詳細は今後煮つめて,11月のORCにかける

ことになったものである。

ORCは，以上のルール改正を認めるに当り，将来

のルール管理に関し，下記の方針を確認した。

「IORルールの管理の方針の基本は，現存する大多

数のヨ､ソトの価値を守り，永続させることである。

その為には，大多数のヨットの標準(fleetnorms)

から著るしくかけ離れた設計は抑制する必要があ

る。」

○Appendixl

以下の各項は,1979年1月1日から発効する

①ルール105,5の改正

A)MR公式

(22）

MR=(q4些竺a+0.25L+0.2S+DC+FC1
、、/B･D/

XDLF

此処にS=､/百×SCF(新ルール894)DLF(#F

水量／長さ係数）は，新ルール339による。

B)レーティング(R)

R=MR×EPF×CGF×MAF×SMF×LRP

此処にLRP(LowRiggi,,gPenalty)は新ルール

802.5による｡

②ルール337,Dの公式の改正。

337,1,FDICの公式

FDIの修正値(FDIC)

もしFDI≦0.435(MDI+CMDI)

ならば,FDIC=FDI

もしFDI>0.435(MDI+CMDI)

ならば,FDICは下記の小さい方の数値とする。

0.2175(MDI+CMDI)+0.5FDI

0.475(MDI+CMDI)

337，2

，の公式。

D=1.3MDIA+0.9FDIC+0.055(3FOC-AOCC)

+L+;:"
（メートルの場合，10の代りに3.048を用いる）

③長さ／排水量比の大きいヨットのレーティング

を増加させる新公式。

338BDRの公式

ベース排水量比(BDR)の公式は，

BDR=(2.!""=2.85)0375
(L×B×MDIA)ql25

（メートルの場合,2.165の代りに1.23127,5.85の

代りに1.783を用いる｡）

339DLFの公式。

もしBDR≦1.0ならば,DLF=1.0

もしBDR>1.0ならば,DLFは下記の値の小さい

方とする。

1.0+5.7(BDR-1.0)L75又は．1.10

④現ルール891,892の間に下記の新ルールを挿入

し，大きいセールエリアを抑制する。（ルール番号は

打ち直す｡）

新ルール，892，セール／ハル比(SHR)

津、

へ
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B)その他の場合,LRP=1.0とする。

SHR=､/百(竿十＃BA&DIA)-10:"
（メートルの場合,100.()の代りに30.48)

新ルール，893，セール修正係数(SCF)

SCF=1.()+0.04(SHR-16.1)

但し,SCFは,1.()より小さくはとれない。

802.6リギンの調節

A)本ルールにより計測を受ける資格として，フォ

アステーは本物(bona-fide)でなければならないc

B)レース中，フォァステーは固定し，調節しては

はらない。

イIIL，全部のスプレッダーがはっきりと後にスウ

ィーブしている場合は，フォアステーの調節をして

もよいが，マストから後のいかなるステーの調節も

認められない。

新ルール,894Sの決め方

S=v百×SCF

5）ルール311,2及び332.4への追加

311.2に新しくC項を力IIえる。

C),B)項によって計測したGSDAの値が,0.1

(B+GD)より小さい場合は,AIGSの位置を，

GSDAが,0.1(B+GD)より小さくならないステ

ーション迄移動する。そのステーションのガースを

ルール307に従って計測し，ガース長さをGLAI

（ガース長さ，アフト，インナー）とする。(Bの場

合,GLAI=0となる｡）

○AppendixI

以下の各項は,IORルールの改正案であるが，未だ

結論が出ていないものである。

然し，今年11月のORCで承認されれば，来年1月

1日から発効となる。

（
）

①センターボード

レース中，センターボードはロック（固定）しなけ

ればならない。ロックしない場合は,MAFに0.015加

える。センターボードがバラストキールの中を通る場

合は例外とする。

但し,C)項は,1978年6月1日以前のハルデータ

の艇には適用しない。

332.4を次の通り書き直~す

A)GLAI=0の場合 ②凹凸(BumpsandHoIIows)

IORルール改正予告,1305,Aの外板面の凹部に対

する制限は,1978年1月1日以前のヨットには適応し

ないこととする。

GSDA

AGsL=0.0625B+FAFKFo.2BAI+0.2BX

B)GLAIが,311,2Cによって計測された場合，

GSDA

AGSL=0.5GLAI-(0"5BE+0.5GD)+FA- ③IORMKUAは，時間の経過と共に内容を調
整，変化させて行くのがORCの方針である。

MKIAはヨットの設計には関係しないので，その

改正は短い予告で可能である。

DLFやSCFの値をMKIAに取り込むことを考慮

中である。

-FAI-(),2BAI+0.2BA

⑥ルール610,プロペラ係数，改正。
フエザリングプロペラのPFを下記の通り改正c

OutofAperture

ExposedShaft().950

StrutDrive （).675

0Fhe （).45(）

（
）

④吃水アローワンスの公式。最近の浅いハルにア
スペクト比の高いフインキールを持つ艇と従来の船型

の艇のバランスをとる。

下記の公式のい-ず､れかを採用する。

a)ベーススパン(SB)

SB=0.083L+2．0'1

計測スパン(SM)

SM=DM-CD-CMDI

Dc-0"L(¥-')
b)SB=0.0438(L+､/~g)+1.5'上

SM=DM-CD-CMDI

DC-0"L<鶚－')

(7)ルール802,各種の制限，に下記を追加。

802.5LowRiggingPenalty

LRP(LowRiggingPenalty)はレーテイング算出

の乗数とする。

A)Iの25%以下の場所でマストに如何ある種數の

リギンでも取付けられた場合,LRPは1.01とするc

但し，スピネーカー展開時，スピネーカーポール

のヒールの一時的支持はかまわない。

(23）
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ベーストラフト(DB)ルール5()8

c)DB=().146L+2.()ﾉ'+､/B×MDIA

(2.165LO525-5.85)L5

、/て

d)DB=().073(L+､/~g)+2.1)'!

⑳クルーの目方を考慮したTRの公式‘

1.1×DSPL'･!
TRD=

().35B×L!】+RMC

TRC=().5(TR+TRD)

CGFの高l･算には,TRCを用いる。

⑥プロペラアローワンスは，プロペラ深さ(PD)

が,(CMDI+().6PRD)より大きくない場合に限りイ『

効とする。

弓、基唾雰唾雰準＝、舞承豊準罫車霊 申＝、基､舞甦雷 も霊唾＝や〆争…舞幸舞車＝迩霊､票唾琢唖塞詮澪､＝▼秋

1 鱒
挫傘塞承＝牽島敢罫車舞､＝、野、シ寸唾＝迩墓軍霊車雰、墓、窒申舞奄耗唖雰喰澪､三奄墓も旦盃、_霊喰胃壺三喰澪、又

2194VIVA-KAZAGURUMAヤマハ308.97×7．00

×3.02×1.58石木俊ﾘ）淵津

2210CARRERAホランド21、ン12.1×9.57×3．

90×2．10漉辺行彦ll朧マリーナ東抑

2215AOUABELLEmヤマハ30m8.97×7．00×

＆()2×1.58森裕,i1バールアイランド／艇荊のlll米：

アクアベル（水着姿の美人)。どうも我々のﾙﾊには女1'|;に

全く継がなくて，里になるとどうしてもさみしい'ul,いを

する訳で，それならいっその報,1ﾊ|'|体をそんな女|IJI;に

してやれ〃と,'J､いこの箔に藩ち済きました。／抱負：シ

ーマンシ､ソブ'に乗っ取り正々堂々と戦い.海と，；うすばら

しい火rl然にやすらぎを求め，海と大いに,諮り介いたい

と思います。／クルーの噸ぶれ：アクアベルーー肚からの

平沢をはじめ,#'f手クルー4秘の総勢6名でll夜血のし

たたる様な!;111純にたえ忍び，‘11ｳ声をあびせ，又けなしあ

い，しかし未だ兇ぬ勝利の美禰を夢兇，頑推っておるし

だいであります｡(打倒湘南マフィア）…･･・平沢→ﾉ亡コ

ンテッサI枇のクルーだったと「寺うだけではない＋αの

ある男。高橋→少し気の弱い面もあるけど甑でごまかせ

る良さがある。松本→どんな失敗も笑ってすませる豪快

さがある。/NORCへの要蝋：誰からも愛され、恥解さ

れる組織であってもらいたい。

2232ARCHBW33A10.()0×7．80×3．06×1．50

田中潤真鶴

2238矢寿ⅢSLOOP7.55×5.87×2.73×l.65杉

浦昭三琵琶湖

2242MILDFIVEPETERSON-308.95×7．39×

(24）

3.10×1.72大村誠，蔵前勝彦‘井上隆史，氏井計幸，

111*11弾品,(共同）今津／艇名の由来：仕事にはきびし

いり)たちが，ヨットに集るH､卜はMILDになれる。そんな

5人の仲|H1です。／抱負：長MIi雛のクルージング及びﾚ

ｰｽにおいてはセミプロが乗船しないでなんとか上位入

賞をllざします。/1顔ぶれ：大阪歯科大ヨット部，セン

l､アホロニアグルーブの現役及びOB｡/NORCへの

要尚I1:クルージングの際に役立つ適当な油地，その他資

料になるものを作製してほしい。特にローカル版のもの。

2249ALLHANDSヤマハ308.97×7.00×3.02x

1.58商橘直之馬杉芙三横関正直河辺俊推（共同）

火難（琵琶湖）／艇名の由来:AllhandsondeCk./

「総j』IzII1板へ.'｣帆船時代には天候急変の際の縮帆作業

に全乗組興をr催する時に必らずかけられた号令である。

何蛎にも各自が力を尽して一致団結して当ろうとの,じ意

気を表わしたもの。／抱負：前艇では新顔メンバーの鉦
へ

責イモとギl1己i義に苦汁をのまされたので，今度は永年一

つ釜の飯を食ってきた者だけが結束しました。レースに

も出るが，レース亡舂にはなりたくない。もっと大きな

ヨットライフを探したい。／顔ぶれ：繊維会社社長小

児科開業|擬製薬会社の企画拙当銀行員酒屋経営。

ll"1135年改造倣命艇から発足したグﾙー ブです。/NOR

Cへの甥ﾔ!：会の発展と会員の増加につれ，そのニーズ

も多様化しているはずです｡(社)R本外洋帆走協会とし

ては，広く会典の声を聞きニーズに応えていただきたい。

先ず免許制度の改善。より高度なレースや国際レースも

結樅だが．免許がなくては自由に海に出ることもできな

いこの現状，これをimIとか改善するために総力を挙げる

べきではないでしょうか。官庁への工作，マスコミの利

lll*,予算も思い切って振り向けてください。

2250パフⅢなかよし339．95×3.28×1．82浅井

資博，近藤儀一，三岡太，大島章三，鈴木富雄，杉浦喜

蔵,杉本泰,池谷昇,榊原新一,篠田潤一郎,杉浦康次（共

同）武豊衣浦／艇名の由来：グループ結成してから約10

年になりますが，当時の歌からエピキュリアンの榊原嘉へ
男氏が命名された由です。puffの本来の意味は一陣の風

一吹き,(米)爆破する。一吹きの風で爆破的に走ることを

期待して."／抱負：スナイプの国体選手が半数いますの

で、レース中心にやりたいと思います。しかし中年を過

ぎた人も半数いますのでクルージング､も楽しみたい。東

海地方の催しには積極的に参加します。／顔ぶれ：半田

商高ヨット部OBと海の好きなオーナーの集りです。／

NORCへの要望：外国のまねばかりでなく，日本独自

のヨ.ソトの楽しみ方，などを考えだしてください。

2251シルバーシヤークⅡMOL308.97×7,00×

3.02×1.58ノi反H1'if_畠マリーナ広島／艇名の由来：

熱帯魚の‐種です。形態がとてもスマートで水槽内では

敏捷で又優雅なことから，これにならって命名した。／

抱負：ヨットに関しては未だ経験が浅いので数多くのレ

ースに参加し，ヨットと海（自然）を勉強したいと思い

ます｡ll｣!来ればレースでは入賞もしてみたいと‘思ってい

ｰ
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偉大さ，恐しさ，優しさを自分の身近にしていきたい。

今年は鳥羽パール・レースを始めとし，出来る限り積極

的にレースに参加したいと考えています。／顔ぶれ：宮

木敏之32才歴6年妻子有，体力気力共充実のフアイター

玉田晴久22才三重大水産学部4回生歴2年なれどカッタ

ー歴は4年。/NORCへの要望：とりわけレースにつ

いては何も分からないので，今後共御指導をお願い申し

上げます。

2262パラフレニアサンクピーターソン％8．95×

7.39×3.10×1.72荻須文一村井紀夫（共同）日産マ

リーナ東海／艇名の由来：パラフレニアとは神経科専門

用語で進行性妄想性痴呆の意。オーナー始めクルー全員

がその傾向あるようです。サンクはフランス語で5．五

世の意味。／抱負：レースを中心に張りきって行きたい

と思います。前号まで女性の乗らない艇でしたが，5世

はトイレもガッチリ作り，乗艇を期待。すでに怪し気な

妄想が始まっているようです。／顔ぶれ：石川忠彦，宮

地弘樹，杉浦実，板倉I几|郎，竹内裕，十八岡信夫，高橋

正広，二ノ宮,SH1

22631TSUKIYA-3310.17×8．2×3．35×1．90

梅原功吉鳥羽／艇名の由来:ITSUKI(斎）厳粛，神

聖の意の接頭語。伊勢の地は斎にゆかりが多い事から名

ます°／甑ぶれ：オーナーノi反H1'ffi,へルムスマン大

島.‘猿､ｸﾙｰ渡辺克自，西村哲蔵。

2253FILLYⅢエクメ7.90×5.90×2.65×1．25

菰|Ⅱ光泊，松村健治，望月秀俶,I1商良論，浅野巌,1W

寓夫．向lll猟。岩佐HII彦，｜鯏冊正11,丹刈龍也(共1BI)

鬼崎港／艇名の由来：雌の小馬，発足時のオーナーの子

供が全て女であったことによる。

2254黎明IIヤマハ247.40×6.18×3.05×1．55

本田秀一児玉一策(共同)木場ヨットハーバー／艇名の由

来:黎明とは夜明けを意味し希望に満ちたヨットライフを

職って名付けた。／抱負：ヨット歴がまだ浅いのでNO

RCに入ることによってより充実したものにしたい。

2255EPICUREANIⅡピータソン3310.0×8．13×

3．20×1．80榊原嘉男衣浦武豊

2259FRIENDSSCOTCH308.90×6．90×2．90

X1.65別府

へ2261ﾏブｶﾙ･ﾐｽﾃﾘｰ･ﾂｱｰｴｸﾒ・ド．メ

ール7.95×5.90×2.65×1.50中村豊久志摩Y･H&

津港／艇名の由来：乗る度に新鮮で，計り知れず，不思

議で，楽しく，ハッピーな胸のワクワクする様なクルー

ズやレース参加でありたいと付けました。かなりこじつ

けがましいのですが。／抱負：ヨットを通じて一生海の

今後多くのレースに参加したい所存。

よろしくお願い致します。／顔ぶれ：一に海，二に海，

三に海･･･…。海の好きな連中ばかり。30才過ぎても、ま

だ独身者あり。嫁さんよりもヨットの方が……。

NORC協会ニュー
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今秋のQトンWORLDCUPRACEを目指して

本誌40汁にお知らせした，小型船艇川のヨ

ッテイング・チャートの第1号が9月l洵

迄に,ll本水路協会の下で完成li指し作紫が

進んでいる。野烏埼から大阪湾までのシリー

ヘズ4図は何れも50万分の1で，サイズは伽IXI
余紙の4分の1で，5色刷7炎現と荷うrの

込んだもの，防水用コーティングしたものは

8001'l,雑川IXIは600111の予定です。

なお引き続き、小型船艇用の基地を主体と

した相模湾の参考図集（約30頁）も編集中で

あり，本年度中には刊行の予定。
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外洋帆走艇に無線便覧の備付を〃
全圧IDF発信号の所在，周波数，運用時間(2.3局がllf

間を変えて発信しているので間違えたら大変）位概測定修

正表とか，石廊や大王など局地的な鼠象通'縦の周波数など，

船舶関係全ての海岸局の運用時間．周波数などが記械され

ています。又，外国に入港時の呼出局周波数や電波監理局

の下続き群が記されています。ヨット無線塔‘放艇は勿論、

Fだけの艇にもおすすめします。定ldi2300IIIと〒250II1を

添えて'1F務)!!)にお申し込みlくさい。述僑秀!1fr
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が
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第
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別
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レ
ー
サ
ー
と
し
て
の
性
格
と
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ル
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の
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ご
と
に
調
和
し
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ヤ
マ
ハ
狐
。
好
評
の
ヤ
マ
ハ
調
マ
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ク
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づ
く
、
ク
ォ
ー
タ
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ト
ナ
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リ
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の

最
新
作
で
す
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ま
ず
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主
要
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ご
注
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く
だ
さ
い
。
全
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が
３
．
肥
、
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こ
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で
は
画
期
的
な
広
さ
で
す
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水
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ー
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・
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と
小
さ
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型
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元
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ぐ
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き
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重
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減
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船
体
重
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１
４
０
０
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小
さ
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納
ま
っ
て
い
ま
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微
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時

に
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群
を
抜
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ニ
ン
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を
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強
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時
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ク
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ド
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ル
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で
は
、
す
ば
ら

し
い
切
り
上
が
り
性
能
を
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し
ま
す
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デ
ッ
キ
面
は
突
起
物
を
最
小
限
に
お
さ
え
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フ
ラ
ッ
ト
な
仕
上
げ
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コ
ッ
ク
ピ
ッ
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は
広

く
、
深
め
・
ク
ル
ー
の
動
き
を
重
視
し
た
機
能

的
な
設
計
で
す
。
キ
ャ
ビ
ン
は
ワ
ン
ル
ー
ム

シ
ス
テ
ム
を
採
用
。
ギ
ャ
レ
ー
は
、
便
利
な

引
き
出
し
式
。
レ
ー
ス
時
な
ど
に
は
コ
ッ
ク

ピ
ッ
ト
下
に
収
納
が
可
能
。
室
内
ス
ペ
ー
ス

を
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
に
使
い
分
け
で
き
ま
す
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● 水線 長

●全幅

● 排水 丑

ｊ
ｊ
ｊ
ｊ

ｍ
ｍ
、
ｍ

く
く
く
Ｉ

（
Ｍ
》
ｎ
尺
》
Ｆ
『
〕
〈
叩
Ｕ

Ａ
ｑ
１
１
（
Ⅱ
一
〔
叩
）

日
Ｄ
Ｄ
Ａ
『

『
〃
ｆ
《
』
ｕ
へ
く
〕
己

●吃水…..….…'1．55（、）

●バラスト…….．…415(k9）

●全セール面積…22．56(m,）

●補機.….､ヤマハ8A(8hp）
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